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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本論文では，近年欧州を中心として実用化が検討されている高 Si 球状黒鉛鋳鉄及び
一般球状黒鉛鋳鉄の切欠き強度，靭性に及ぼすひずみ速度と温度影響を明らかにしてい
る．また，種々の球状黒鉛鋳鉄の一発破壊に対する構造材料としての安全性と適用範囲
を明示するため，設計強度評価手法として，切欠き強化下限界条件(R ≧ Rth)を提案し，
その有用性を示している．この新たな知見は，工業上や鋳造工学，機械工学上寄与する
ところ大であり，博士(工学)の学位論文に値するものとして認められる． 
 なお，本論文に関し，審査委員並びに公聴会出席者からは，板状試験片の場合の挙動，
切欠き形状が変化した場合の取り扱い，塑性拘束の影響等について詳細な質問がなされ
たが，いずれも適切な回答がなされた． 
 以上により，論文審査及び最終試験の結果に基づき審査委員会において慎重に審査し
た結果，本論文が，博士(工学)に十分値するものであると判断した． 
